
都道府県名 佐賀県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 諸富町立諸富北小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３
２１

児童数 ７４ ６０ ５５ ６２ ６８ ６３ ２ ３８４

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

生き生きと学ぶ児童を育てる算数科指導の研究
－基礎・基本の確かな定着を目指した指導法の改善－

２．研究内容と方法
(1) 実施学年・教科

○ 全学年・算数科
本校は平成１３年度から「生き生きと学ぶ児童の育成」をめざして算数科を

中心に研究を行ってきた。昨年度は、小集団学習及び自己評価活動の深化を主
な柱として研究を進めた。また、教育相談的配慮を生かした学習活動において
は、個人カルテの作成をするなどして、一人一人の個性に応じた支援の仕方を
工夫する授業実践を行ってきた。その成果として、基本的な能力、つまり「数
学的思考力」はついてきたと言える。しかし、基礎的な技能、つまり「知識・
理解」「表現・処理」の能力を高める必要性が課題として挙げられた。この課
題を解決するためには、子ども一人一人の実態に応じたティームティーチング
や少人数授業を取り入れるなど指導形態の工夫も必要となってくる。
以上のことから、算数科の指導を中心として「生き生きと学ぶ児童の育成」

をめざした研究を深め、特に、基礎・基本の確かな定着を図るための指導法の
改善に取り組むこととした。

(2) 年次ごとの計画

平 ○ テーマ
成 小集団学習と自己評価活動を取り入れた指導法の改善
15
年 ○ 研究の見通し
度 少人数やＴＴの授業において子どもの興味・関心を高める算数的活動を

取り入れ、発達段階に応じて小集団学習と自己評価活動を問題解決過程に
位置づければ、より確かな基礎・基本の力が身に付くであろう。

○ 研究の内容・方法
児童の発達段階に応じて「ペア」「グループ」「バズ」の小集団学習を

取り入れる。
自己評価活動においては、項目ごとの評価と一言感想に加え、より客観

性をもたせるための適応問題を行い、自己評価力の向上を図る。
方法については以下に示す。

(1) 児童の共感的理解を基本とし、研究主題、課題、仮説に至るまでの共
通理解を図る。

(2) 児童の実態に応じた少人数授業を取り入れ、その効果を授業により検
証する。

(3) 小集団学習と自己評価活動の効果的な取り入れ方とその効果を授業に
より検証する。

(4) 講師招聘、各種研究会への参加により、研究を深める。
(5) 到達度診断検査、関心度調査などにより、児童の変容を捉え研究の効
果を探る。

(6) 小・中連携を図り、意見交換を密にする。



平 ○ テーマ
成 ＴＴや少人数授業における小集団学習と自己評価活動の効果的な取り入
16 れ方の工夫
年
度 ○ 研究の見通し

児童の発達段階や学習の内容、グループ編成を考慮して、小集団学習を
効果的に位置づけ、自己評価活動の内容を含めた見直しを図れば、学習が
より主体的となり、確かな基礎・基本の力が身に付くであろう。

○ 研究の内容・方法
グループ（習熟度等）に適応した学習過程の見直しを行い、統合を含め

た検討をする。
小集団学習においては、発達段階や学習の内容、グループの実態を考慮

し、その位置づけや取り入れ方に柔軟性をもたせる。
自己評価能力の向上を図るため、自己評価項目や方法の見直しを行う。
方法については以下に示す。

(1) 児童の共感的理解を基本とし、研究主題、課題、仮説に至るまでの共
通理解を図る。

(2) 児童の実態や学習の内容に応じてＴＴや少人数授業を取り入れ、その
効果を授業により検証する。

(3) 小集団学習と自己評価活動の効果的な取り入れ方とその効果を授業に
より検証する。

(4) 講師招聘、各種研究会への参加により、研究を深める。
(5) 到達度診断検査、関心度調査などにより、児童の変容を捉え研究の効
果を探る。

(6) 小・中連携を図り、意見交換を密にする。

(3) 研究推進体制

研 低学年グループ
究 全 学年部会 中学年グループ

校 教 推 体 高学年グループ
進 研

長 頭 委 究 専門部会 資料整理部
員 会 環境整備部
会

授業研究を中心とする学年部会の他に、「専門部会」を設置している。資料整
理部は算数科における関心度調査を継続的に行い、調査結果を比較して研究に生
かしている。また、広報紙やホームページを使って保護者や地域への情報発信を
行っている。環境整備部は、算数コーナーなどの算数的環境を整え、児童の興味
・関心を高める工夫をしている。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○ ５年生（６６名）のアンケートによると、多くの児童が少人数で学習したこ
とを好意的に捉えていることがわかる（90.9％）。少人数だと「落ち着いて学
習できる（75.0％）」「わからないときにすぐに聞ける（53.0％）」「自分の
ペース（はやさ）で勉強できる（43.4％）」と感じている児童が多い。授業中
に質問する児童も確実に増え、今後の学習に少人数授業を取り入れることを希
望している児童も多い（78.8％）。今後も児童の実態、指導内容を考慮して積
極的に少人数授業を取り入れていく必要性を感じる。

○ 仮説の一つの柱である小集団学習については、児童の発達段階に応じて「ペ
ア」「グループ」「バズ」の学習形態を取り入れた。このことにより、児童の
考えが広がり、練り合いが深まるという効果が見られた。これは、基本的な能
力である「数学的な考え方」の向上につながっていると考えられる。

○ 仮説のもう一つの柱である自己評価活動については、児童は項目ごとの評価
と一言感想による評価によって、その時間の学習をしっかり振り返ることがで
きるという効果が見られた。教師にとっては児童の理解についての情報を得た



り、自身の反省材料にもなったりして次時からの学習活動に生かすことができ
た。また、今年度は学習過程の「振り返る段階」にその時間の学習内容が身に
付いたかどうかの客観的な判断材料とするため、練習問題を取り入れた。この
ことにより、児童の自己評価能力の向上につながり、教師の児童理解にも有効
であった。さらに、「表現・処理」の技能の定着も図られた。

○ 小・中連携においては、中学校での授業参観、研究協議等を通して職員の研
究意識が高まるという効果が見られた。

２．今後の課題

○ 次のことを踏まえながら、ＴＴや少人数授業を取り入れ、基礎学力の向上を
図りたいと考えている。
・学習内容の理解度を見るための適応問題を取り入れたことにより、時間的に
余裕がなくなるということがあった。このために学習過程の各段階における
時間配分の工夫の必要性という課題が明らかになった。

・これまでは主に発達段階を考慮して小集団学習を取り入れてきたが、今後は
それに加えて学習内容や児童の実態も十分考慮した小集団学習の取り入れ方
についての研究を深めていく必要があると考える。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○ＣＲＴ検査・・・・学力の状況を見るため、２月に国語、算数の２教科につい
て全学年を対象に行っている。

○算数アンケート・・算数の学習に関する調査を１学期と２学期に行っている。
これは学力そのものの調査ではないが、領域別の好き嫌い
や学習形態についてなど、児童の実態を把握するために行
っている。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○ 研究会
・第１回
・日時：平成１５年１０月３１日１４時５分～
・場所：本校、対象：教職員、保護者、学校評議員等
・目的：公開授業、分科会（２年、４年）を行い研究の成果を発表する。

・第２回
・日時：平成１６年１月３０日１３時５０分～
・場所：本校、対象：教職員、保護者、学校評議員等
・目的：公開授業、分科会（３年、５年）を行い研究の成果を発表する。

○ ＴＴや少人数授業の様子や研究会の内容を「学校便り」や「さんさんだより
（算数科の学習に関する内容）」を定期的に発行したり、学校のＨＰに掲載し
たりしている。

○ 平成１５年１０月２９日、諸富町教育振興会研究集会において、本校の取組
について報告をし、町内の小・中学校と意見交換を行った。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 ＴＴによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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